
１　はじめに
　本校は，白井市を東西に走る北総線千葉
ニュータウン中央駅と小室駅の中間に位置
し，印西市と船橋市に隣接している。
　学区の中心部は高層住宅が建ち並び都市的
景観が見られるが，周辺部は梨の産地となっ
ていて，緑豊かな田園風景が広がっている。
　開校して 23 年目を迎える学校として，新
しい時代にふさわしい学校づくりの期待が寄
せられている。

２　学校の特徴
　生徒は一つの小学校から入学してくる。小
学校１年から中学校３年までの９か年を，同
じ仲間と過ごしている。その中で自らの生活
を見つめ，自ら判断して節度ある学校生活を
送っている。一人一人の学習意欲が高く，授
業に取り組む姿勢が前向きである。部活動・
ボランティア等の課外活動にも熱心である。
日々の積み重ねの中で，学校を成長させてき
たが，いくつかの特徴を挙げることで学校自
慢としたい。
⑴開かれた学校施設
　学校全体のつくりが，オープンスペースを
基調としている。隣接している小学校との間
に公道・ベンチ等があり，地域の方々の散歩
や生活道路として親しまれている。また，校
舎内に地域スポーツクラブの拠点が設置さ
れ，社会体育での施設利用，焼き物窯開放等
が日常的に行われている。生徒たちは，学校
生活の中で地域の方々に見守られながら成長

している。
　生徒が利用する教室は壁がなく，オープン
スペースとして広がっている。全体が開放感
に溢

あふ

れ，生徒全体の連帯感を生み出す要因に
なっている。
⑵連絡通路で繋

つな

がっている小・中学校校舎
　校舎は小学校と渡り廊下で２階部分が繋

つな

が
り，中学校側にある図書室・家庭科室や音楽
室等の特別教室が共有スペースとなってお
り，日常的に小・中学校間で連携が図られて
いる。
　相互の授業参観，音楽での合同授業や英語
教師による交流授業を実施している。また，
合同の清掃活動やあいさつ活動等が行われ，
９学年の児童・生徒が一緒になって，明るい
学校生活を作り上げている。
⑶地域の協力
　校門がない学校，絶えず地域の方々が出入
りできる環境で，毎日が学校公開日である。
　また，地域の方々の協力で特別授業が毎年
実施される。それぞれ得意としている分野の
講義を実施し，進んで次世代の若者を育てて
行こうとする環境がある。

３　おわりに
　本校は，自慢の生徒・保護者そして地域の
方々とともに作り上げてきた学校である。
　これからも，日々の活動を通して，本校に
関わった方々に感謝の気持ちを忘れず，職員
とともに学校を成長させていきたい。

成田市中里に楽満寺という臨済宗妙心寺派
の寺院がある。本尊は如

にょいりんかんのん

意輪観音で，子授け・
安産・子育ての祈願寺として広く知られてお
り，近年まで「ショイ観音」と「観音回り」
の 2つの巡礼・巡拝行事が行われていた。
「ショイ観音」は厨子に小観音像を納めて
成田市・香取市・稲敷市など近郊の各ムラへ
送り渡していくものである。暮れと節分後に
それぞれ約 1か月間巡行した。ヤドになる家
に到着すると，観音様の厨

ず し

子は床の間や仏壇
の前に安置され，女人講の女性たちがお参り
に集まると住職と先達が読経を行う。終わる
と護摩札が配られ，妊婦は安産祈願のオダイ
ゴメ（洗米・お灯明・腹帯・護符のセット）
をいただく。そして厨子は妊婦や子どもの欲
しい者などに背負われて次のムラへ送られ
る。１日に３～５か所をまわり，最後のムラ
で泊まりになった。
一方「観音回り」は「札ぶち」とも呼ばれ，

年輩の女性を中心とする楽満寺の信徒たちが
住職の先導によって彼岸あけの３月下旬から
16 日間をかけ，やはり成田市・香取市・稲
敷市などの，観音堂を巡礼して回ったもので
ある。この一行を迎えるムラでは，女人講の
女性たちを中心に，おにぎりや惣菜などを用
意して「お接待」をする。特に妊婦は進んで
接待するものだといわれたという。
安産や子どもの無事な成長を神仏に祈るこ

とはおよそ普遍的であり，子どもを産む年代
の女性たちが毎月，日を決めて集まり，観音
様の掛け軸などをかけてお祭りし，飲食を共

にするなどした女人講も，全国的な広がりを
持った。とりわけ利根川下流域は特に信仰の
厚い地域として知られ，講は子安講，十九夜
講，遊山講などの名称で呼ばれた。野良仕事
や家事に追われ，自由な外出などままならな
かった往時の嫁にとって，講は同年代の女性
たちとの楽しい語らいの場であり，また「ショ
イ観音」や「観音回り」は，より広い社会に
接する機会となっていたようである。
ところで，楽満寺の本堂にはたくさんの絵

馬が掲げられている。江戸時代後期から第二
次世界大戦頃まで，女人講によって奉納され
たもので，そのほとんどは巻雲に乗った如意
輪観音を中心に，手をあわせる女性たちの姿
が向って右側，あるいは左右に分けて描かれ
ている。また絵馬の半数は，板ガラスの裏面
に直接，泥絵の具で描かれたガラス絵である。
外気に触れずに保たれた色彩が鮮やかで，特
に幕や蓮台の朱色や背景のブルーが印象的で
ある。これは全国的にみてもたいへん珍しい
貴重なものである。
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人工知能（ＡＩ）という言葉が社会を席
巻し始めて数年が経過したが，いまだに新
聞を賑わせ，その勢いには陰りが見えない。
それと同時期に，プログラミング教育の義
務教育化の検討が始まり，2020 年からのプ
ログラミング教育の必修化は日本再興戦略
2016 の中にも盛り込まれた。このように，
ＡＩをはじめ情報技術（ＩＣＴ）のブラッ
クボックスを開ける人材の育成が進められ
ている。その一方でＡＩが発展すると人間
の職業が奪われるという懸念も存在する。
将来の社会の在り方についての不確実性は
大きくなるばかりで，未来を生きる子ども
たちに何を教えればいいのかが難しくなっ
ている。
文部科学省が 2016 年６月 16 日に発行し
た『小学校段階におけるプログラミング教
育の在り方について（議論の取りまとめ）』
（小学校段階における論理的思考力や，創
造性，問題解決能力等の育成とプログラミ
ング教育に関する有識者会議）の中では，
プログラミング教育が目指すものは単純に
プログラミング言語を用いた記述方法を習
得することではないとされる。むしろ，情
報を読み解く資質，感性を働かせ社会や人
生の在り方について考え，学んだことを生
かそうとする資質等を教育課程全体を通じ
て実現することが求められている。筆者も，
未来の社会を生きる上で重要となるのは，
単純な職能スキルというよりも，そのよう
な意味での理解力・想像力であり，特に，
次々と押し寄せる新しい社会状況へ対応す

るために必要なのは，より深い他者・異文
化理解の力だと考える。
そこで，本提言では，科学技術社会論

（Science, technology and society: STS）と
いう科学史・科学哲学，社会学をベースと
し科学技術を対象に研究を行う学際領域に
身を置きつつ，異分野研究者に囲まれて	
ＡＩ研究を行う筆者自身の経験を基に，新
たな職業・分野に従事する際に必要とされ
るマインドは何かということを振り返り，
そのマインドをどう培えるか考えたい。筆
者自身，勉強中の身ではあるが，最近まで
教育を受けていた者の意見として述べさせ
ていただく。
筆者は，現在の組織に所属するまで，	
ＡＩを扱ったことはなかった。ＡＩの予備
知識がほとんどなかった筆者が最初に心掛
けたのは，周りの研究者の技術，使われる
専門用語，彼らの持つ合理性を把握するこ
とだった。技術や専門用語は愚直に勉強し
たのだが，実は一番の肝は最後の「合理性」
の部分だったと思う。
合理性とは，広辞苑第六版によれば「①
道理にかなっていること。論理の法則にか
なっていること。②行為が無駄なく能率的
に行われること。」とされる。合理，と言っ
てもその理は複数ある。②の用法では，能
率的に物事を行う方法は複数ありそうだ
し，①の用法では，物事が複雑化すればす
るほど，同じ帰結を得るのに複数の道理・
論理が展開され得るからだ。従って，ある
集団の持つ合理性を把握することは，その

中
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集団の持つ文化を把握し，論理を把握し，
他者を知ることに繋

つな

がる。
具体例として，印象に残っている議論を
挙げたい。例えばディープラーニングとい
うＡＩ技術について。この技術は一般に人
間の脳を模して設計されたと説明される
が，ある研究者はこの表現を不正確だと語
る。理由は，ディープラーニングの中で使
われている誤差逆伝播法という学習方式な
どが人間の脳を正確には模していないから
である。しかし，一般には，一定以上の信
号を入力されると発火する複数の点のネッ
トワークという全体像が人間の脳の神経細
胞を模しているため，人間の脳を模したと
表現される。ここでは，いずれの説明も正
しいのだが，依拠するポイント，帰着する
合理性が異なるため，他方が他方を正確で
ないと主張することになるのだ。
こうした合理性のずれが時に衝突や論争
を呼び，それは異分野・異文化に溶け込ん
でいく際にあらゆる場面で起こる。筆者が
この状況を激しい議論を経ながらも乗り切
り，なお研究活動を続けていられるのは，
大学時代の経験がベースにある。筆者が教
育を受けた東京大学教養学部広域科学科広
域システム分科（当時。教養学部後期課程
の改組により現在は存在しない。）は，学
生の専門分野を大学 4年になって初めて決
めるレイトスペシャリゼーションを掲げて
おり，授業では物理・化学・地学・生物・
情報などの多岐にわたる理系分野での座
学・実験・実習を行った。学生は十数名ほ
どの少人数だったので仲良くなるのだが，
4年になるとそれまで授業を受けてきた先
生方の研究室へとばらばらに配属されてい
く。そして，専門性が身に付いてきた卒業
論文提出後に，4人でチームを組んで共同
研究を行う。この共同研究で，場合によっ
ては異分野間で激しい議論あるいは衝突が
展開され，それをクリアして学生が卒業し
ていく。この状態のすばらしいところは，

親しい友人が，自分も知っている先生の研
究室へと入り，異分野の雰囲気を共有でき
る環境が生まれた後で，場合によってはそ
の異分野と激しいバトルを繰り広げて和解
していくという一連のプロセスを体験でき
るところだ。部分的に共通言語を持ってい
るが，専門という異なる合理性を持つ友人
たちと深いところまで議論しつくすところ
が，異なる合理性の存在を明に認識する上
で非常に有用だったと感じる。
このように，筆者は他者の合理性を認識
するというマインドを，異分野との議論の
機会の多い大学時代を通じて手に入れた。
振り返って思うのは，実はこれに近いマイ
ンドは大学入学前にも手に入れることがで
きたということだ。小・中高生のうちから，
様々な人と触れ合い，様々な考え方がある
という認識を本当の意味で持つことは可能
である。近しい人が異なる合理性を持って
現れることは，文化の違い，家庭環境の違
いなどによって容易に起こり得る。その時
に拒絶したり，他者を言い負かそうとする
前に，異なる主張を行っている主体が，そ
れぞれどのような合理性に依拠しているか
を冷静に見つめる必要がある。けんかの仲
裁や友達との会話などの日常的な出来事，
教科の授業を通じてその目を養うことは，
児童生徒であっても可能だ。また，他者を
認識するからこそ自分がどういう合理性・
考え方に依拠しているのかを明確に認識で
き，自らの考え方を精緻なものにしていけ
る人にもなるはずだ。
ＩＣＴの進展によって，異分野間・異文
化間の交流のスピードが加速し続けてい
る。こうした中，新規なものに対応し，生
き残っていけるのは，異質なものを異質た
らしめる合理性をとらえ，他者を把握・理
解できる人なのだと思う。日常の中でその
力を育み，活躍する児童生徒たちが育って
ほしいと願う。
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